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1897年2月末のある日，このアズベの画塾へ，服鏡をかけ髭をたくわえた30   
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して知り合いになりたいと思っていたのだった。以下は，カーチャ夫人の思い   
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あそこでは万事そんなふうでした」（カーチヤ・マン F夫トーマス・マンの思  
い出」山口知三訳）   
もっともシュトゥックは，かならずしもユダヤ人だからといって差別的な態  
度をとっていたわけではない。彼が「ましな人たち」として招いたプリングス  















である）。   
シュトゥックのもっともよく知られた絵は，挑むような眼をした半裸の若い  
女性像（1893）で，「罪」というタイトルがつけられている。まるで縞模様の   
46   




























47   











使った操り人形を出品している。   
ところでこの「ファーランクス」は，美術学校を併設し，カンディンスキー  
もそこで教鞭をとることになる。そして彼は，自分のクラスの生徒のひとりと  
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1902年春，ミュンター は，故郷への手紙の中で，ついに私は自分にふさわし  
い教師をみつけた，と書いている。「カンディンスキーが，他の教師たちとは  
まったくちがって，詳細かつ徹底的に説明するその仕方は，私にとって新しい  
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スキーほどラディカルではないけれども，同じ方向を示している。   
ほほ同じ時期に進行していたパリにおけるパブロ・ピカソ，ジョルジュ・ブ  
ラックの立体派運動と並んで，20世紀絵画最大の革命といえる抽象絵画への最  
初の，大胆な歩みが始まったとみなすことができよう 。自然の模倣を基調とし  
て展開してきたヨーロッパ絵画は，ここで決定的な方向転換を始めるのであ  
る。   
しかし1908年の夏をムルナウで過ごしたのは，カンディンスキーとミュン  
ターだけではなかった。カンディンスキーがアズベの画塾で知り合った2人の  
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かって歩いて行けば，10分前後で行き着けた。   
この「ミュンヘン新芸術家協会」の初代会長には，カンディンスキーが選ば  
れる。創設趣意書には，次のような一節が含まれている。   
「芸術家は，外的世界つまり自然から受け取る印象だけでなく，たえず内面  
世界において体験を蓄えるのだという考えから，われわれは出発する」   
つまり外的な対象の世界から「精神の王国」への転換ということであり，こ  
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風に措き，ミュンヘン風の感受性をもった者は，ひとりもいない」   
つまり依然としてこれが芸術に対するバイエルン流の見方なのである。この  
バイエルン流の強烈な郷土愛と保守性は，それだけいっそうシュヴァービング  








草地，森の中にいるのを見るのが好きだった。そこにいると，いかにも rわが  
家にいるj といったふうだった。いつも白い犬を連れていた」   
これがあの比類のない動物たち，森の中に憩う青い馬や黄色い鹿を描いたフ   
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ふたりとも育という色彩が好きだったからだ，と。   
「青」という色彩については，カンディンスキーは，彼の抽象絵画論の綱領  
の書ともいうべき r芸術における精神的なものJ（1912）の中で，「青は典型的  
に天上の色である」とも言っている。「青」に対する偏愛は，おそらく彼の  




キーの手紙。   
「さて，新しいプランがある。ビーバーが出版を引き受けてくれなければな  
らない。われわれふたりが編集員だ。これはさまざまの複製画と文章を収めた  
一種の年鑑です」   




ルト・ビーバーがおこした出版社である。   
カンディンスキーとクレーは，すでに触れたように、シュトゥックのクラス  
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めるのは，1911年10月のことで，クレーの日記には，次のような記述がある。   
「以前からしばしば話題になっていた隣家のカンディンスキーのことを，ル  
リは，シュラビンスキーと呼んでいたが，このカンディンスキーは，彼にたえ  





いた。   
最初私たちは，町の酒場で会った。そのときには，旅行中のアミエ夫妻も  
いっしょだった。その後で，いっしょに市電に乗って帰る途中，さらにつき合  









である。『青騎士j には，シェーンベルクの手書きの楽譜と絵画2点が載せら  
れる。  
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に彼は「聖ゲオルク」の姿を措いた木版画を選ぶのである。   
聖ゲオルク（セント・ジョージ）は， 3世紀末のローマに住んでいたとされ  
るカッパドキア出身の騎士で，伝説によれば，竜を退治して，犠牲にされよう  
としていた王の娘を助けたと言われている。そのため古来聖ゲオルクの属徴  













ばF回想j を読めばよく分かる。モスクワは彼の「あらゆる芸術活動の源泉」  
であり，彼の「絵画の音叉」である。ある手紙の中では，「モスクワ，それは  
私の希望の都市です」とも言っている。  
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文章がある。   
「世界は響きを発している。世界は精神の力で充ちあふれた宇宙である。  
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動のもとで，最後の抵抗者として倒れたのである」（F早稲田商学j350号参照）   
カンディンスキーは19世紀から20世紀にかけての物質文明を，精神の眼を被  
う「黒い手」と考え，シューラーは，同じものを「黒い車輪」のとどろきとし  
て聞くのである。   
カンディンスキーが具象的な絵画から非対象的絵画，いわゆる抽象絵画へと  
目覚める直接のきっかけとなったのは，シュヴァービングの一画，アインミ  
ラー通り36番地の彼の家でのある出来事であった。この有名なエピソードは，   
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の中では，こうも表現している。   
「つまり絵画において一本の線が，事物を表示するという目的から解放され  
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きりと現れている。   
「r出来事』はカンバスの上ではなく，Fどこか別の場所Jr幻のj空間にお  
いて行われなければならない」（「絵の描かれていないカンバスその他」1935）   
「こうして抽象芸術は『実在の」世界のかたわらに，ひとつの新しい世界を  
対置する。…… この新しい世界は，内面的には r宇宙的な世界j の普遍的法則  
に支配されている」（「抽象か具体か」1938）  
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れているのである。rカンディンスキー著作集j の訳者西田秀穂氏によれば，  














ルンのルートヴィヒニ世やエリザベト皇妃に「永遠の都市」のヴィジョンを託   
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うに思われる。あるいは，彼の抽象画の中にも聖ゲオルクがさまざまに記号化  












のではないかと心配する。   
カンディンスキーがふたたびドイツにやって来るのは，1921年のことであ  
る。しかしひそかにべルリンに来た彼は，妻ニーナを同伴している。ミュン  








「わたしの罪は，あなたと正式に結婚するという約束を破った点にあります」   
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は，1926年3月のある人に宛てた手紙に，こう書いている。   
「カンディンスキーが，ドイツに戻って来たとき，きちんと手続きをとって  
くれていたならば，私は決して彼にすべての引き渡しを拒否したりはしなかっ  
たでしょう」   





を振り返って，次のように書いている。   
「rシュヴァービングというのはいったい何ですか』とミュンへンでベルリ  
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